
100回投げて80回表がでる確率𝐿 𝑝 が最大となる 

イカサマコインの表が出る確率𝑝を求よ 

問題 

最尤法 



二項分布は、𝐿 𝑝 = 𝐶𝑟𝑛 𝑝𝑟 1 − 𝑝 𝑛−𝑟 
 
𝑙𝑜𝑔𝐿 𝑝 = 𝑟𝑙𝑜𝑔𝑝 + (𝑛 − 𝑟)𝑙𝑜𝑔 1 − 𝑝 + 𝑙𝑜𝑔 𝐶𝑟𝑛  
 
𝐿を最大にする𝑝がもっともらしいので、 𝑝で微分して 
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事例 

表がでる確率pであるイカサマコインを100回投げて80回表が出る
確率は   𝐿 𝑝 = 𝐶80100 𝑝80 1 − 𝑝 20 

𝐿を最大にする𝑝がもっともらしい 

𝑙𝑜𝑔𝐿 𝑝 = 80𝑙𝑜𝑔𝑝 + 20𝑙𝑜𝑔 1 − 𝑝 + 𝑙𝑜𝑔 𝐶80100  
𝑝で微分して 
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= 0のとき  𝑝 =
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80

100
= 0.8がもっともらしい𝑝 
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コインを8回投げて表が出る確率 

表及び裏が出る確率ｐ=0.5 
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表が出る回数ｒ 

不良率ｐ20%の製品を10個ずつ箱詰した 

１箱に不良がｒ個含まれる確率 
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無視できる 
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表が出る回数ｒ 
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１箱中の不良数ｒ 

２項分布 

rnr

rn qpCrP )(

左右対称 不良率ｐにﾋﾟｰｸ 
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二項分布

コイン 不良品

コイン 不良品
n 8 10
r
0 0.004 0.107
1 0.031 0.268
2 0.109 0.302
3 0.219 0.201
4 0.273 0.088
5 0.219 0.026
6 0.109 0.006
7 0.031 0.001
8 0.004 0.000

P（ｒ）
n 8 10
r 0 0

P（ｒ） 0.004 0.107

r≤ 8 

r≥ 0 

① 

⑤ 

③ 

② 

④ 
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ソルバーによる最大値のｒ算出
n 8 10
r 4 2

P（ｒ） 0.273 0.302

最尤値 


